
年 月 日 （ 月 ） ：

・ ・ ・ 分 20 分 有

／ 人

2 0

3 0

先 先

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 12 12 3 年 分

51 分 3 年 3 20 3 年 分

分 3 年 2 4 2 年 79 分

47 分 2 年 6 2 3 年 分

分 3 年 5 15 1 年 分

54 分 3 年 4 6 2 年 HT 分

分 2 年 18 10 3 年 分

54 分 3 年 13 5 2 年 71 分

分 3 年 9 8 2 年 分

分 3 年 11 19 2 年 分

分 3 年 10 9 3 年 分

分 3 年 1 1 2 年 分

分 2 年 16 7 2 年 分

公 式 記 録

日  時 2008 11

準決勝平成２０年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会
3 11 キックオフ00 会  場

【37】 川崎　秋仁

試合形式 80泥沼

アスパ五色メイングランド

PK戦不良 / 延長クレー 状  態 良好天  候 曇り 風 弱風 ピッチ 芝

500茨木　伸之 赤松　正人

第４の審判員 鈴木　義章松山　典章

観  衆

副審１ 奥山　恒平

延後

5

交代シュート
(学年) 得点

GK

主審
署名

kick off

明 石 城 西 高 校

延前 OUT時間後半前半

1

 チーム名

滝 川 第 二 高 校

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 辺見　康裕 会場主任

川崎　秋仁　

得点

堀口  泰司

（社）兵庫県サッカー協会

主  審

背番号

GK 谷井　駿耶

選　手　名

PK戦

米田　匠汰

濱田　研一MF

kick off

DF

DF

DF

DF

延後

○ ×

DF

MF

MF

MF

MF

OUT時間 延後

2

高橋　尚大

1

1 MF

DF

岡本　大輝

中村　勇紀

樺田　拓也

MF

FW

FW DF 塚本　啓介

北川　翔一

○ ×

選　手　名

岡部　咲彦

西田　尚磨

0
背番号

 チーム名

黒田　一輝

三代　真也

政井　篤

記  録

GK

DF

DF

位置

副審２

延前

前半

後半

土手　良輔

交代

後半 前半

シュート

延前

6

2

1

4

4

2

1

(学年) 位置

GK

FW

1

MF

FW 山崎　竜夜

井上　太志

2 河本　駿

時本　寛史

FW

岡田　真慶

中西　隆裕

浅野　伸吾

2 矢野　亮

御手洗　海斗

小石　哲也

1 吉澤　春風

分 2 年 15 14 1 年 分

分 2 年 20 13 1 年 分

分 2 年 7 18 2 年 分

3 分 1 年 19 16 1 年 分 6

6 分 3 年 23 22 3 年 分 4

4 分 3 年 17 11 2 年 分 5

13 分 3 年 8 21 1 年 分

No. No.

分 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前 延後 分

分 12 14 1 2 分

分 2 3 11 10 分

分 3 3 1 1 分

分 3 3 6 7 分

分 1 1 0 0 分

分 1 1 0 0 分

分 0 0 0 0 分

No.

分 13 1 － 0

分 11 2 － 0

分 18 3 － 0

分 11 4 － 0

分 18 5 － 0
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得
 
点
 
経
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時 間

7

50

63
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事 由氏　　名吉本　忠義

柴田　一輝

渡辺　拓

井上　是

笹原　悠矢

左

GK矢野 　亮

0

スコア

Ｃ Ｋ

吉澤 春風

6

⑥

∩
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∩
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［得点経過］　略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ　　
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Ｓ中央
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有馬・平家

滝川第二

河本　 駿

Ｐ Ｋ 0

2

河本　 駿

　お互い４-４-２のシステムでスタート。開始早々、押し気味にゲームを進める滝二に対して、ＤＦのクリアミスなど固さが目立つ城西。前
半7分、右から左への大きなサイドチェンジから折り返したボールからこぼれ球を拾った⑬吉澤が豪快に蹴りこみ先制。その後も滝二は左サイ
ドから再三チャンスを作る。城西もＧＫ⑫黒田を中心に粘り強く守りカウンターを狙うが、前線にボールがつながらない。前半終了間際、滝
二は⑥中村からの左クロスボールを⑪河本が左足でシュートし得点。後半も滝二のペースは変わらず、右サイド⑨井上のスピードあふれるド
リブル突破や⑪の積極的なシュートなど、サイドを問わず多彩な攻めを見せ城西を苦しめる。城西も少ないチャンスを前線⑨土手につなぎ

加古川西・洲本実業戦評者 所 属 氏 名

戦

滝川第二

滝川第二

1

時 間

6

警・退 氏　　名 事 由

チ ー ム

滝川第二

得点者

右

合 計

1

左

滝川第二

中台　拓

栗本　悠人

37

矢野 　亮

シュート

FW

MFDF

DF

FW

監  督

FW

MF

FW

MF 松岡　洋文

DF

北脇　大資MF

DF

DF 田代　裕也

26

栫　裕保

MF

5

1

大村　亮平

中西　規真

矢澤　貴文

鳥飼　弘志

土師　直大

[備 考]

リブル突破や⑪の積極的なシュートなど、サイドを問わず多彩な攻めを見せ城西を苦しめる。城西も少ないチャンスを前線⑨土手につなぎ
チャンスを作るも得点ならず。逆に滝二は奪ったボールを確実につなぎ、サイドから崩し点数を重ね５－０というスコアになった。滝二は個
人の技術だけでなくチームとしての組織力の高さで再三両サイドから攻撃を組み立てたのに対し、城西は個人の技術を発揮できなかった。城
西は判断の速さ、サポートの動きに課題があったが、相手の技術を発揮させない中盤でのプレスなど滝二の組織力が勝ったゲームであった。
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